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1965年ソ連で開かれた

国連地化探セ

ミナｰに出席して

③

XXyn.地化探に用いられる分光およびその

他の分析法

講議は地質および地球化学トラストのグリコリヤン博

士(C.B.rpHro岬HS･V･Grigorian)で分光分析が目

下地化探での中心に淀っているのでその説明が大半であ

る.分光分析以外に最近は核技術も採用されているカ童

地化探に適する方法としては安価柱ことが必要である.

分析感度はその地区のバック･グラウンドの変動のう

ちの最小値よりもよくないといけない.分析目標には

試料に含まれている全量を求めることと元素の存在形

態別の量を求めることとカミある.

半定員分光分析法では大量に多元素の分析ができる

ので発光分光分析が一番多く使われる.ソ連で処理

する試料約1,000万/年の中99%以上がこの方法によっ

ている.この方法によると結果が統計的処理に十分

活用できない欠点カミあるので現在は精度の良い半宝鑑

分析が活用されている.M.M.Clerが提唱したスペク

トル線を弱める装置を用い0.5ステップで相対誤差は

40～50%を越えない.写真乾板にとられたスペクトノレ

線の素化度を目でなくマイクロ･フォトメｰタｰで測

ると精度があがる.最近は長焦点の回折分光器(八ΦC

-813など)を使うが一次スペクトルを使用すると感

度が大分よくなる.ルサノフ(A.K.Rusanov)らは分

光アｰクヘ粉末サンブノレを圧入し蒸発しやすい元素の

分析感度をあげた.またグセルニコフ(A.A.Gusel

アンペア

nikov)は励起源として12～20Aの1相交流に代えて

表2Hg分析法

書平量試料十5mlH20+2mlアルコｰル

遠心分離3回/2時間振とう

本魁公司

3相交流の30～40Aの大電流を使い相対誤差8～12%

で再現性のよい結果をえた.低い蒸気圧の元素に対す

る分析感度は次の通り(%)

Be…0.0001Hf…O.001Ta･･0.01Ce…O.03

U…10.03Sc…0.0001Nd…0.OO03Y･…0.OO03

Zr…0.0003

親銅元素の分析感度をあげるためにセルゲエフ(E.A.

Sergeev)らはチャンバｰ電極法を用いた.約19のサ

ンブノレと炭素粉末をまぜ硫化カドミウムあるいは硫化

アンチモンも加えて発光させる.130ぴC位に加熱さ

れ蒸発性元素の感度は100倍位増加する.これら

の分析での従事者は5名で内訳は操作1線の解析1

試料調整3である.1交代で80～100サンブノレを処理

する.チャンバｰ法は感度は上るが再現性カミおちる

ので地化深には大して用いない.

この点ある元素にはダブル･アｰク法が注目され地

化探では将来性カミありそうである.プレニ■ソン(A,H.

PrensOn)が提唱したこの方法は元素の分別蒸溜に基

礎をおいていてTIAuInGaGeなどで成果をあ

げた.感度は次のようである(%)

Au･･1×10.6Ag･･1x10一田In･･3×10一“T1･･1×10'5

Ga…1x1〇一孟Gel･1x10一晒Cd･･3x1015Sb･･1x10-4

As･･3x10'4Bi･･1Xユ0-5Te･･3×10-4Sn･･1x1O-5

Znい3×10"一

1目に100～120サンブノレをこたしうる.Auに対し

ては溶解後活性炭素に吸収さてそれを焼いて分光分析

する方法がサフロノフ(Safronov)らにとりあげられた.

強=査十1NH2S〇一5㎜1+1m1

アルコｰル2時間に2呵娠とう

昇稚物Hgの溶液

1遠心分離

残掩十Na2S0一飽和液5㎜]振とう

い蜥雌:一→糠H･

破掩十N～S0詞飽和液5㎜1振とう

1鮎分離一反洲･1溶液

繊漉十〇.2%K工液5m1振とう

111｡㈱に3回

1鮎分縦一一鍋臨1溶液

破演十H.S0片KMno0｡→有機およびアイ

分解ソモルフィック

Hξの溶液

定量命析には手間がかかるが地化探の過程で多く用

いられる.分光法による定量の歴史はさほど古く･ない.

半定量法と異なり試料の秤量分析線強度の測定ス

タンダｰドの選定内部標準の使用祖とがある.

感度(%)を示す

Be･･3×10-4B･･1×10-3Bi･･5x10-4Ge･･3×10-4

Cu･･1×10-3Mo･･3x1O-4Ni…1×10'3Va･･5x1()一'l

Sn･･1XユO一{Zr･･3×1()一茗

アルカリ1ヰフレｰム･フォトメｰタｰで分析する.

また前処理なしに直接分光にかけた時の感度(%)を

示す

N牛･3×10'里K･･3×10.2Li･･1x10-4Rb･･1x1〇一3

Cs･･1×10-4

最近はカントメｰタｰがソ連でも外国でも使われ�
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第9図Moの地球化学的ha1o(縦軸がMo最%を示す)

I･･潜在して下にある鉱体に関係したMoの異節分布

]I･･鉱体からはなれたところにある異常(偽異推)

1.花開岩2.被覆堆徹物3.鉱体4.Moの一･吹分散

5｡試錐孔6.Mo全量7.容易に抽出可能なMo盛

るが試料が均一組成でないと精度がおちるので地化

探に使うには複雑な面がある.凪ΦC-10を使うと精

度4.5～7%で6時間あたり15分析位こたせる.

地化探に適する分析法としてそ柾えるべき点には次の

4つがある.

①元素のあリ方をきめる

②みつかった分散haloの性状をきめる

③ha1oの完全な形を脚す

④安い

トボルニコフ(A･G.Dvomikov)らは①②に関連し

5つの形で存在するHg量を定量する方法を開発した.

(表)Pb-Zn鉱床に伴ったHgの外因的ha1o中の存在状

態を表2の方法で求め次の結果をえた.

試料1試料2

H20可溶のHg

酸可溶のHg

辰砂Hg

金周Hg

残のHg

喬十

O.4γ/9
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u.4%0.6γ/95.5%

㈰�㈬���

������

㈮��㈲�

㈲�����

��

この場合には辰砂が土壌中のHgの大半を占める.

すたわち外因的haloでも主鉱物は変化せずに残りそ

のためHgは鉱床の良好な指示元素であることが理解さ

れる･このように地化探に適合した分析法を用いる

と偽異常と真異常とを区別しうるし異常の成因も明

らかにできる.その一例を次に示す.

中央アジアの乾燥地でMoの異常がみつかった.

第9図に示した左側の異常は機械的分解でできたのに対

し右側はsaltha1oで化学的分散でできたため簡単に

溶ける･すなわち右側はO｡脇ソｰダ液でほとんど溶

け左側の機械分散では10%Mcしか溶けない.同じ

O･001～0,002%Moの異常であってもI(左)の下縫は

鉱体がありn(右)は偽異常であること'が作井で確認さ

れた･ドネツ盆地にも辰砂の無いSa1tna杣搬の偽異

常が発見される.

��

〵ね

1図2国3回14回5囲6囮7鰯

第10図潜頭鉱床の周辺におけるUの一次ha1o

I･･金Uによる1I･･容易に抽出されるUによる

1.鉱体2.孔井3.試料の間隔

���住���〰����〰〵����
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花開岩にかこまれた熱水U鉱床においては第10図の

ように動きやすいUの分布は大きく地上からも異常が

簡単に検出できるが全Uでは潜頭U鉱床の発見がむず

かしい.結論的にはすべてに当てはまる分析法は無

いから求めようとする内容によって適宜選択する.

地化探に関する分析法の知識をたくわえる必要がある.

問)分光分析について再度説明をこう

答)半定量分析をおもに述べた.精度をあげるため10段の

ステップを用いて線の強度を加減している

問)チャンバｰ電極法を使用するか

答)方法は炭素電極を用いるのであまりむずかしくないし感

度も上カ言るが精度の難点であまり使わない

問)Uの分散についてシンチレｰダｰで検出できぬか

答)ソ連ではhalo用にシンチレｰダｰを用いる高感度シ

ンチのおかげで最近ha1oが閉るようになったシン

チはUのみを示さずThが少しあるとUのhaloが出な

いU鉱床上にPbカミ集まるのを地化探で検知する

問)完全アタックについて

答)分光のフレｰムにエア･ソｰルにしたサンプルを送るとよ

く燃えるので露出を減らしえて再現性が増し地化探

に良い結果を及ぼす

問)CdSの吸収影響は答)問題は起き狂い

商)Mo異常と鉱床の関連について

答)9図はその1例であったが半定量分析で異常を見つけ

ついで分析法を検討しながら探鉱面の問題をおいつめて

ゆくカ書この段階では元素種類も蒋考慈れる

一答)潮い扱い

閥)宛鐙分餅の銚鋤曲源滅餅鋤｡壌ばと1う造るか,

答)標準化は千分&恩細ぬか鷲通の獺童｡§隻｡ξまある｡･ソ遼

には現在標準釘次めダ)機闘(鯛鋤｡y)があ1)分光の綴準

も求められる

闘)定鐙発光分沈分析夢)感度表彰)蝸導紀対し妙ンブルを婁駕

とった炎剤批花が多すぎないか㌘電極種類は?

欝)感度を蘇げ葛花め時冷サンプルを増やす特殊鮭能あ

特殊形態電極登棉い花

開)蒸発性物質綻対してとラする

欝)楓ア曲ゾ岬ル紀よるインジ皿タシ議ン法力婁よ湾･るうゾ

連では数種瓢'ている�
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第11図

螢光X線分析

2略図

三｡試料

望｡レシｰバ'

43.励起幅射線

㌀

14･特性放射線

XXV亙H.核研究技術の地化探への応用

地球化学の分析法には化学物理化学物理狂とに分

けられる種々の方法があるが高感度であること安価

なことが要求されている.最近は鉱石や岩石の組成

を求めるのに広く用いられてきた分光やX線分光などの

物理的分析法ポｰラログラフなどの物理化学的分析法

化学的分析法などの改良とは別に各種核物理的方法が

広く用いられている.このためヤクボヒッチ(A工.

Jacubovich)氏ほこの点を特に詳しく講議した.

核物理的方法は最近数年間発展が著しい物理電子

工学トランジスタｰ工業に基礎をおいている.自然

の放射能を計測する方法は一応特別で放射性鉱物資

源およびそれに伴うたとえぱ稀金属柱との調査に20

年以上もよく使われてきた.γ線を含めて放射能を

測ればRaThKを空中からまたは地上から求められ

特にγ線スペクトルメｰタｰによればクラｰク数す

なわちU=〃×10'4%に近くまでまたRaThKU

を別々に求められる.たとえば5チャンネルのガン

マｰ線分光器ではシンチレｰション･カウニ■タｰによ

って300～3509のサンプルにより放射性の低い多元

素分析を土10～15%の精度で求められる.Ul=93K

EVTh=240Ra=360K二1500を用い分析は1ラ

ウンド40～60分である.RaThは少量のサンプルで

測る方法もとられている.

放射化分析(aCtiVati㎝ana1ySiS)では非放射性元素

の分析が行なえる｡核反応でできた放射能を測定する

が定性は人工放鋤性元素の崩壊速度で容易に決まる.

放射化源にはポロニウム･ベリリウムがよく使われる.

地化採用には低電圧の中性子発生器がどちらかといえ

ば好都合でデウテリウム(D)あるいはトリチウム(T)

タｰゲットから発する108中性子/秒程度のものを使う.

15分測定では酸化ベリリウムを〃×10-3の感度で測れる.

1交代で18～25回測定できる.この方法は鉱山調査や

坑井観測にも用いる.

中性手吸収分析法(neutron-absorptionam1ysis)は地

化探の実技に広く用いられた.この方法は低速度の中

性子の吸収あるいは分散のクロス･セクションが増加し

ていることで知られている核をもっている若干の原子を

速やかに概算する時に用いうる.この方法で測ると

原子核の構造に支配されるだけでエレクトロン･シェ

ルに左右されず結果は分子中の原子の化学結合に巖響

されない.BLiCdガドリニウムなどが分析できる.

試料は前処理をせず20～50g用い3～10分で測る.

1交代80～100位測れ感度はLi=11×10-1%B=〃×

10-2ガドリニウム=〃X10-4である.

中性子一中性子法(neutrOn-neutrOn)が井戸で用いられ

ている.これらの方法は複雑な組成を示す岩石には

適用に困難性が多い.ただ1つの例外はある元素の

安定同位体の核によるmildγquantyの共鳴吸収あるい

は分散にもとづく変形方法である(Mossbauer効果)

この目的でSn(Sn119)テスト用小型器がつくられSnO･

が0.05%以上で測れ錫石の概略量を1目に15～20位測

れる.

X線放射測定法(Xray工adio㎜etricmethod)が最近

鉱石と鉱物中の元素分析法の一つとして核物理的な基

礎のもとに開発された.今日螢光(佃uOreSCent)法と吸

収(absorpti㎝)法がある.X線螢光分析技術の物理的

原理は第11図のようにX線をあてられたサンプルか

ら出る螢光X線を測ることにあり吸収法は光電吸収効

モスワク大学正面の在最(撮影者A.CopxHHa)

レ'ニン章モスクワ大学の正面にあり24階の展望台からのぞんだもの�



一45一

果のするどい変化性に原理をおいている.

X線放射測定法によってメンデレフ表のCuからPb

に至る元素が固体または液体で測れる.分析技術はす

でにCuZnWコロンビウムTaZrMo稀土

類元素その他について開発された.感度はたとえば

Sn=0.02%コロンビウムとW=O.04ZnとCu=O.2

のようでありこの際のサンブノレ量は数10mg～数gで

ある.普通の化学分析と比べて精度がおちることは粗

い.一元素の分析時間は12～15分1目に30～35位は

こなせる.X線放射分析は地化探に広く用いられよう.

XX亙X.カムレット

16目(月)午後会場の｢友好の家｣の映写室で｢カムレッ

ト｣(日本でもハムレットとして上映されたと聞く)の映画を

見る.ロシア語だけで英語の字幕も出ないから内容は

チンプン･カンプンであった.

聞くところによるとソ連映画のメッカはモス･フィルムだ

そうでモスクワ大学に近くの12,000㎜2を占めて13のスタ

ジオ3,800人の従業員230人の俳優によって年間30本の映

画と10本のテレビ用フィルムを作製しているそうである｢石

の花｣｢シベリア物語｣r人間の運命｣｢戦争と平和｣(70ミ

リ)恋ど皆ここで作られだそうである.

モスクワ市内には近代的映画館もある.

XXX.モスクワ大学

レｰニン丘にあり正式にはロモノソフ名称モスクワ

国立大学(MV.LomonosovMloscowStateUniversity

Mock0BcKH覚FocyハapcTBeHHb脱yHHBepcHTeTHMeHπ

M.B.ハOMOHOCOBa通称MFy)と呼ぶそうである.

17目(火)の10.00～13.30の間見学した.モスクワ大

学の一部はまだ旧市街のクレムリン近くに残っている､

有名在新校舎は1943年に建築決定1953年に開校32

階建高さ240m;講座数215学生数は24,000大う

ち自然科学系は9,000～10,000人人文8,000人通信学

生6,000人在学年限5年半教員および研究員2,500人

教育者と研究者を養成学部は12といわれ力学および

数学物理学化学生物学地質学および土壌学地

理学言語学歴史学哲学法学経済学東洋学に

分かれるそうである.両翼の建物は18階建正面の長

さ450m全館を見るには150km歩くそうで構内の広

さ170ヘクタｰノレ頂上の赤い星の径9m;中には1,500

人を収容する大講議室19の大講堂169の研究室250

の実験室6,000の寄宿設備があるそうである;科学ア

カデミｰも近くベルナドスキｰ地球化学および分析化

学研究所の研究テｰマをもってきて研究する大学院学

生もあるといわれる.地質教室は24階以上の5～6階

を占めてV･て24階のベランダからの眺望はすばらし

い.岩石鉱物化石土壌などは大変よく整理され

ていて学生は能率よく勉強できそうである.土壌は

撹乱せずに1m位の柱状サンプル(幅30cm位)として保

存しその上の引出しに機械分析値化学分析値だと

が整理してありいながらにして全ソの主要土壌が見

られる.明石の整理もみごとと思った.

前駐ソ日本大使館の小池正忠参事官(現科学技術庁振

興課長)は元地質調査所におられた地質の専門家である

がモスクワ滞在中お世話になった.一夜モスクワ最

大のレストラン｢フラノ･｣で豪勢な夕食をご馳走に抵り

コｰカサス方面産のブドｰ酒カスピ海産のキャビア

などをいただいた印象が強く残っている.小池氏は滞

ソ4年で帰国し1965年12月18胃に東京の都市センタｰ

における地学協会主催講演会で｢最近のソ連の科学技

術事情一地学を中心に｣と題してお話をされた.

その中の教育と研究についての内容を次に参考のため記

載させていただきたい:学令6才物讐中等教育10年

(内8年義務教育)16～17才で卒業し軍隊か産業方

面へ2年間入りその後4～5～6年制の大学へ入り

20～21才で卒業40の総合大学で基本的学間が700の

教育インスティチュｰトで応用面の教育が行なわれる､

1963年9月の数字は次の通り.

叢j蝉11111窪1㍗簑レ

rl!ll:ヅ蕊1㍗

研究者数ユ963年

専間別地質鉱物

農獣医

生物

数学物理

研究機関(1963)

565,958人

!5,136人

27,990人

23,858人

54,898人

1,976機関

内女性204,800人･…40%

化学28,810人

地理5,428人

医･薬学34,556人

工学245,440人

研究補助者を入れると100万人～150万人に達する

研究投資(宇宙と軍事研究を除く)

大学の鹿モスクワ大学の24階ベランダから南方を望む緑の芝生真紅の

アンツｰカｰ噴水をそなえ公園といった感じ中央の銅像はロモノソフ

遠剰ま急ピッチで建設されてv･る郊外の住宅街�
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∵薄

､紅㍗

54億ルｰブル=2兆1600億円

研究の特長…･アンバランスがありそう

第12図

ソ連における

石拙･未然ガス

の地球化学探鉱

実施地域

だとえば数学物

理地質は発達しているが化学は大変1こおくれている模様

このため外国(目木も強力匁一員)から化学]二業ブラントを

輸入する政策をたてた一以上小池晩による一

ヴェノレナドスキｰ研究所は菅原健博士によると所

員約400名岩漿過程同位元素各元素の地球化学

高温高圧等実験地球化学結晶化学堆積岩放射地

球化学生物地球化学を含む13研究室がありほかに金

属中のガス分析カントメｰタｰ分光分析結晶沈澱

実験など7つの実験室があるそうであるが今回のセミ

ナｰ中に訪間する時間がなかった.

XXX亙.眉泊地質研究所

17目(火)モスクワ大学訪問後15.00～18.30の間

全ソ地質委員会から来て世話をしてくれたマルコｰ氏は

代表の中からスペインメキシコ目本の3人の代表を

選び一人で酉･英･露三ヵ国語をこすな若い女子通訳

エリｰナさんをつれてクレムリン東南にある研究所へ

案内してくれた.BHHrHH所属のカリンコｰ(M凡

Ka"H服｡)博士とBHHHπFのFa306H0xHMHqecKa兄

"a6opaT0pH刃所属のモギレフスキｰ(F･A･Mor㎜eEcK嚇)

博士他一名の女性研究者とお話ができた主モギレフ

スキｰ博士は石油･ガスのバクテリア探鉱を研究して

エタン…･などの炭化水素を測定すること.は有効である

④炭化水素の酸化バクテリアによる探鉱も有効

⑤分析感度は泥水とカッティングで10■3弛コアでエ〇一冊形

なお詳しくはrカスピ海中の海上油田とソ連における石油の

地球化学探鉱｣(本島)石油技誌3ユ巻王号昭和41年1月を参

照されたい

XXXn.討論およびレ田ζン廟

18目(水)は討論と質問があったが答えるのに準備がいる

ので19～25目までのアゼルバイジャン共和国へのエクスカ

ｰションからモスコｰへ帰った後に返答することとなった.

レｰニン廟へはこの目の会議終了後案内された.

赤の広場のクレムリンに近く赤褐色花筒岩で造られたこ

の廟があり曜日と時間を限って一般市民に開放するようであ

る.私達代表団は2台のバスに分乗して広場に至り長い行

列の前の方ヘワリコミさせてもらった.モスクワ市長は外

国代表(デレグｰト)に対しではきわめて寛大親切ときか

されたが全くそうであって大して時間を貸さずにレｰニ

ンの遺体と対面できた.遺体は地下ユ0m位と思われるきれ

いな超基塩深成岩(見る方向によって色彩が変るスカンチナビ

ア方面でとれる岩石)で囲まれた部屋の貞中のガラス箱におさ

められていて兵隊さんが何人かで警護している.レｰニ

ン廟の後にはソ違の功労者の銅像があるがスタｰリンの分

は土台石だけで銅像が置v･てなかった.一スタｰリンのこと

をソ連人に諸し出す代表も何人がおったカ…詳しい返事は返

って来なかったようである.明19目早朝エクスカｰション

ヘ発つので荷物の手配その他の準備にあわただしくすごす

XXXIn.毛スクワｰ→バク日

19目(木)7時10分ウクライナ･ホテノレ発シュレ

メチエボ空港へむかう.イリュｰシン18型4発タｰボ

･プロップ旅客機(ミコヤン氏が羽田へ乗りつけたもの)

は満員の客約100名を乗せて8時55分離陸.私の隣は

マダカスカノレの地質調査所長バザフリニバラニ(Pa･a航

nip･･any)氏同氏は地質調査所の安斎俊男技官と三

菱鉱業の与良氏の知人でお二人の消息をし二きりにきい

てくれた.フランス語グルｰプであるが英語もゆっ

くりと話される.大変貌目的た印象をうけた方である.

この外会議に見え日本に知人のある方はコロンビアの

鉱山局長ブエノ氏もあり同氏は兼子勝元地質調査所長

を知っておられスペイン語グルｰプであるカミゆっく

りと英語で話してくれた.同氏は国を出る時写真機を

持って行くとモスクワの空港でおあずけされると聞

かされたことを本気にして持参しなかったことをくや

み3台も使用している私にとった写真の何枚かを焼

付けして送ってくれるように申していたので一一応この

依頼にこたえて郵送した.イスラエノレ地質調査所の地

球化学の責任者サｰク氏は菅原健博士を死海まで案内

したと述べていた.マレｰシア地質調査所副所長のレ

オン氏とはハンコックの地化探セミナｰで会ったこと�
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がおるのでエクスカｰション中は二人で同室になった

機は広大なロシア平原を南下し高度8,000mでボ

ノレコグラｰド(音のスタｰリングラｰド)をすぎ12時

15分バクｰ着陸.この空港は北と南が櫓の林になって

正面1が公園でテレビ塔

一籟フの傲

すばらしい

レストラン笛があリ

ケｰブルカｰが通ずる

公園からび)歴望は

レニン博物館(バクｰ下1j)

諦毎捧公關(バクｰ前i)

トノレコ雷誓を岐三う

アゼルバイジャン共和国の人たちは

:=!一ビｰ･

(パシｰ)公園わき

でジュｰス

クリｰム

施りている

休憩所

30m位

高い塔で合化石石灰質砂岩を切って積重ね

たものカスピ物市街もよく見渡せるので

昔の見張所らしく銃眼もある50年酌は

ここまで海水がきていたといわれる恋人

をしたって死んだ乙女の伝説がある

ショップ

その他を

快111独

バシｰ市街街路

樹ト回リｰバスも

よく整理されている'

ソ違では体の不貞由聾

なノ㌔一ごよく会うカ､

独ソ戦の一イタデが深､

か由ったと威し専られる

郊外め郊砂漠螂ご劾馬

子眺をたく女(バクｰ市)

陸上漁畿(パタ舳沸)

鰯荻臓み切伽液串砂漠地を山脇バクｰへ行く

鍛後尾の2楠は代表団の一等寝台車

㌔ζ薪)1茎閥は麓他されてい蕎.�
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第13鰯バｰク付近鵬魍

いて半砂漠の申にある,8月のモスクワ.は合服でち

ようどよかったがバクｰでは夏服でも恋お暑い.こ

この緯度はちょうど青森位にあたるが太陽光線はた

いへんに強いところである､第13図にバクｰ付近の略

図を示す｡ソ違の見聞航空はアエロフ回一トが運航し

ていてそスクワｰバクｰ間は螂3往復イリ狐一シン

(Hトエ8型)を使用している甜一方双発ジ倣ット機の主カ

はツポレフ(Ty一脳)である吉この両方の飛行機の乗心

地は仏のカラベ〃米のボｰイングなどより少し劣る

ようでζの点は各園代表のほぼ一致した意兇であった｡

ただ安全率はきわめて高いといわれる｡アユ臓フ算一

トの旅客機が近く東京へも乗りいれてくる(仰山胴タｰ

ボプロップ機五70人乗)そうであるが遂O牢曇月当時ア

エロフロｰトのもっていた国際線は次のようでありソ

連と他の国との結ひっきカ童伺える;モスクワからロ

ンドンヘノレシンキストックホノレムコベンノ･一ゲン

パリブリュッセノレアムステノレダムベノレリンワ〃

ジャワプラｰハウイｰンブダペストプカレスト

ソフィアベルグラｰドチュニスアルジェリアニ

コシァダ呼スカスカイ回アグラバ常鴛鴛ナク

リラバトハルツｰムバグダｰドデシｰジャカ

ノレタカブｰル鴛啄シボ北京平壌ラングｰン

テヘランウラン歯バ山トルハバナがむすはれている｡

飛行揚からバスで遂｡分程のとごるにバクｰ市街があ

る.吻スピ海終繭するアゼルバイジャン共和園の首

キロパバｰドの入花ち(ホテルグヤナジャ前にて)外人が珍しくて

ホテル湖へ集ってきた人たち立派な顔だちでたいへん人なつこい

都で人口約100万人トノレコ語が一般に使用されてい

る.市内の博物館を見物の後市内一般を見学する.

カスピ海の水位は50年程前に樽今よりも5m余も高か

ったそうで水位変化が大きいと種々の点で支障も起

きるようである.市街に近いカスピ海の水面には黒色

の油カ芸浮いている.この付近はぶどうの産地で良質

のぶぎう酒が造られるそうである古そん抵関係がも知

れないがホ力w)食堂にビｰルが無くアゼルバイジ

ャンではとうとう一本のビｰルも飲まずにすごした吉

器笈珊帆曾我ぺ夢鋤拙他擦甥螺

且蝸(木)螂静列車に乗りてバクｰ発衝方へ向う､

ソ連の鉄道のゲｰジはδフィｰトと闘いていたが2靹

ついているコンパｰトメントの寝台もが祖りゆったりし

ていて1室4人づつ入ったが私はリベリヤタンザ

ニアセネガｰノレなどのアフリカの黒人グルｰプと同室

してこれらの人達との接触を深めた.

20目(金)8時45分アゼルバイジャン共和国篤二の

都会キ孫ババｰド(双卿棚妃顯)へ着く､バクｰから

西方約300㎞･五⑪時閥で走ってくれたので睡眠も十分

とれた空はからり&練れ屍学賞楓であった曲

3階嬢のホテルで鞘食｡工0時バスに乗って南西お土

ぞ工◎弧鰯紀あるケダペク地域(晦μ蟻鍬)のナルザン地

区へ出熟!3時30分兇学員的の銅鉱床地化探現場へ着

く.標高約五丘簑00鰍で巻すがに涼しく一繭の章地で

ある.現地での説明は次のようであった.

当地には100年前に発見されたカッパｰパイライト

(C昭一脚洲e)鉱山がありその周辺一帯の調査がユ964年に

地質地化学トラストの辱で取りあげられた荘地質はジ

ュラ紀層カ塗で後紀花開岩の貫入がある苗V50,000

で天然の豪麦流叙⑳水を巌ず調べ～恥あA豪の

硫化鉱の潜頭鉱床賦存の可能性を知った畠異常によっ

て推定鉱石元素も湖窓れたが跳は酸化帯で溶けない

ので異常が無いヨ1酬腕棚物も検討し～で巌大

異常がえられた淋既知鉱床の遺跡結果と合わせると

異常は機械的恋ものと思われる.ついで土壌法によ

幾錬(率悼ババｰド市笛方20km位)半砂漠地の広々とした所に

点々と部落がある水の関係であろうザクロの赤い笑が美しい�
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川に沿うた緑のある街(キ一

ノ､ノく'ドヨ酉糸旬50k正n)

ケダペク地域テルザ;ノ地区

銅鉱床地帯の地化探現場へ到

着した一行左白ワイシャ

ツクリゴリヤン氏(地質地

化トラスト)自帽子ヤニ

セフスキｰ博士(同トラスト

の長で地化探セミナｰ責任

者)

って細かく探査し総面積の19%が検討を要する地域

になった一1～1.4mの被覆物があってもhaloが求まり

層準Cでコントラストは最大である.細粒フラクショ

ンに指示元素が多い.層準Aはマイナス･コリレｰシ

ョン比を示し元素の再分配のあったことが認められた.

サンブノレの間隔は250m×25mCu異常とそれより小さ

いCo異常さらに小さいPb異常が認められた.これ

らは硫化鉱の鉱化作用の特長を示していた.内因と外

因haloを対麻させて検討しCuの強い酸化･侵蝕があ

ったことを知った.Agの異常はたい.Agを持つか

とも考えてCu異常の中へ第1井をうがってみたが

Cu<O･1%の弱い銅の硫化物鉱化帯の存在が見つかっ

の銅鉱床地帯の地化探現場.遠景はキャンプ用テント手前左はサンプリング装置

右はコア保存箱で持ちはこび便利に出来ている

土壌サンプラｰ(ナルザン地区にて)左1～2人用ボｰリング機械

右は20胴位までとれるツｰルはスパイラル淋泰い

中食の歓待(ケグペク地化探現場)左一キブ貝ス年一ネパ

ｰル女性一国連Atce夫人白髪一国連A=㏄氏(運輸資源

部長)ベレｰ幅一インド宥一スｰダン

歓迎にみえ減敵ちアゼルバイジャン共和圏キロババｰド楠西方約100㎞

のケダベク地区地化探現場コｰラスをやってくれたことばはトル目調

同本人に似た顔もみえる�
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て上位にPbZn下位にC0が多い.作井結果をみ

ると二1アにCoが多いので鉱体はすでに侵甑されて

毒く在りその下位の弱い鉱化帯を調査したものと結論

づけた.1チｰムは4名で編成されリｰダｰがいる.

当地ではおよそ5,000のサンブノレを採取した,分析は

分光と比色法によった.匁お筆背が繭臼いと感じたダ)

は土壌などの分光分析をバクｰ市グ)実験塞で行たって

いることでプレｰトだけを現場へ送り返しそれをプ

ロジェクタｰで読んでいる.300王鋤も離れた実験室は

さぞ不便であろうと思われる咀サンプラｰの使用実演

も行なわれた.現地でアゼルバイジャンの独得な料理

シャシルイク(羊肉のくし焼)を食べ2時間位お話や

ら乾杯やらを繰り返し五8時現地籍20時王O分キロババ

ｰドヘ帰鶯た､ホテルでは鼠族音楽がかなでられた｡

次お地化探現場では60人位婦人と子供が歓迎に出て

コｰラスをきかせてくれた昔

XXXy甫劫釦ケ骨ン鉱山

21目(土)五ζ)時蛎分バスでキ濃ババｰ㍑城テルを

発つ.しばらくはトビリシヘ肉う鉄道と並行に走る苗

赤いサク漁の実が美しい｡互2時05分ダシケサン鉱山者

標高約1,000m(以下は主任地質技師によるフィノレドで

の説明･通訳による)この鉱床はジュラ紀層の向斜

代鉱床でスカｰノレンが鉱石を持ち厚さは約250mあ

る.鉱体は3つのグルｰプに分けられている｡鉱石

は磁鉄鉱と酸化コ,バルトでありヨバノレトは鉱物をつく

る外磁鉄鉱にも入っている.BaSO･もある｡現在

採掘抑)鉱体は厚1きδ～70～90胴長さ200～300～500

燃品位は平均飢～拙劣伽(最高)ないし蝸%砕(最

少経済限界)Pは｡｡§彩sは最高五%壊蔵量は最小

鉱体で?三(洲万トン粗鉱体は五億鰍)万トン稼行層

厚2郷として全埋蔵量は6億トン､現在露天掘りし

ていてビツト深さ160㎜年産70万トンステップ高

さは鉱石で10m岩石で15m鉱石用ショベルは4m8

岩石用は3m3でカタピラつき.作井機はパｰカッシ

ョンのBY-2SBMK-5を用いてをり孔径250m㎜

ドリリング･シェル重量1,200kg一度に2段分掘ると

火薬が経済的にたるので一回の作孔深度は34m1m

の抗弁深度に対する爆発影響範囲は岩石で57m3鉱石

で35m3で火薬は最少抵抗の所へ配置して爆発する.

C0鉱体は小さい.選鉱は磁選.品位を平均45%

脆にあげて鉱山からエンドレスで鉄道まで送り列

車によって200km西にあるグルジア共和国のトビリシ近

･くのコンビナｰトヘ送り工場で57%Feとする.従

業員は2,000人山の上に大きな鉱山街ができている.

鉱山近くに炭酸泉が流出していてそのすぐわきには

明るい建物がある.そこで15時～17.30時まで昼食を

麓夫揃り(ダシケ吹ン鉱1山)コンタ男ト董剛工で概鉄鉱蝋

酸牢コバルトがみえる

ダシケサン鉱山鉱希運搬ケｰブルとアパｰト瀦標高1,OOOm余･

コンタクトで鉄とコバルトを産する

子雀眺ち(ダシヶサン鉱ψ)歓迎に花策をくれた後方の{は

ジュラ紀層の陶斜部そこへ肉吸絢に花樹岩が貫入して鉱床ができた

左･･コロンビア鉱1⊥1周艮省Hインド地質調査所員�
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とり例によってスピｰチがはじまりラテンアメリカ

の人達は歌をうたう.日本の歌をのぞまれ1曲ひろう

した.可愛いい男女の子供達カ重ゾロゾロと花をかか

えて歓迎に来てくれる.17時30分老若男女からサヨｰ

ナラ(皿0CBHムaHH兄ダスペタｰニャ)で送られて鉱

山発キロババｰドヘ帰り同夜21時発車再び寝台車

でバクｰへ.

XXXV亙.アゼルバイジャン共和国科学アガデ

寝台車ではザンビア(英国のサザンプトンで育った白

人)とブラジル代表と一緒で一人分があいている.

二人で人種差別問題についてたいへんっっこんだ議論を

していたがわれわれ日本人と異たってよく自分の意見

を出すことに改めて敬意を表した.私自身は黄色い

皮膚をしているし人種差別には反対であるが彼等の

言うところは能力や道徳感荏とを背景にしていて黒

人に接した経験の無い私は本の上での勉強もまた不足

でとうてい経験豊かな彼等と討論はできない.不断

の勉強が必要である.鉄道は電化されていて線路の

両側にパｰク油田が散見される.

22日(目)7時30分バクｰ着目曜のためバクｰ市

から北に40kmほど離れた新しい冶金と化学工業(肥

料･人造ゴムなど)の街スムガィト(TownofYOuth

の意味)を見る.この街は15年前に建設され人口は

10万人海水浴場のある清潔な街である.夕食はバク

ｰ市を一望できる山頂公園すたわちキｰロフ公園で20

時から23時50分までかかる.

23日(月)11時から13時まで科学アカデミｰを訪間

した.集まった専門家は堆積火山石油層位古生

物であった.科学アカデミｰは1945年に設立され現

在35名のアカデミシャンと28名の通信会員がいる.

5,000人が所属しその中に博士100人スヘシヤライズ

された科学者700人科学従事者(wOrker)は2,500大う

ち女性50%が含まれる.組織面では物理･数学700

アゼルバイジャン共和国科学アカデミｰ(バクｰ市)

人化学670人地質･地理･土壌240人古生物200人

などを含む5つの部門になっている.

所属研究所としては物理天体物理石油化学プロ

セス化学工業理論無機および物理化学動物権物

土壌生理地質深部のガス･石油冶金中近東人

民の経済祖とがあり1964年には89の問題を扱った.

1965年の予算は1,200万ノトブル(1ルｰブル=400円)

定期刊行物を発行し世界各国と交換している.

アゼルバイジャンの一般地質は複雑な構成で石

炭紀層石灰質堆積物からなる二畳･三畳紀層があり

ジュラ紀層の分布は広い.火山砕屑相もありジュラ･

コンプレックスの厚さは4,500mあり上･中･下に三

分される.白亜紀層は砕屑源および火山源火成岩は

基壇性ないし中性でクロマイト鉱床を胚胎する.分

布は小コｰカサスからイラントルコに達し延長1,400

kmエフシエロン半島で含油し100年以上にわたり

多くの出油をみた.餅新統も油を持ちマイコプ層と

いわれる.下部中新統も発達する.上部始新統と下

部中新統の間には貫入岩がある.これら第三系は含

油する.稀金属その他金属鉱床は複背斜に存在するが

それは酸性岩の貫入のためである.ただしダゲスタン

(あるいはダシケサンのきき違いかも知れない同じ部

屋で英仏酉の通訳が同時に訳しているので英語を

セレクトする時に間違ったかもしれない)のように向

斜の鉱床もある.現在アフリカからの若干の留学生が

ここで勉強している｡石油の地化探はガス法どチ瓜

海斜ζ貝殻秘

鋤･秘鰯類

は沙姑･

義一

バクｰ油閑陸上滴閏び)一部でバクｰ市から列車で1時間彼キPバパｰ

ドよリ(列車内で撮影)�
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第工4図至で粘猛ξの震轟ス･ロギングももちろん行なう.

部へ多遺のサンプルを

入れるグラファ朴製ガスの分析はトラック積の器械

と実験室でやる.含油層は中部始新統が最大で漸新統

下部中新統ついで白亜系に柾ゆ砂岩と石灰岩の裂簿が

油層である.主任技術者ビヒロフ氏によると地質委員

会では水理地質土木地質(e㎎.geOl.)地下水も扱う.

レヘニｰノレ氏は地化探を説明した.地質調査に対応

して地化深班がづっとついて作業する.岩石の買入間

題を地球化学的に研究した結果化学成分が各岩体毎に

異なることを発見し鉱床探査面では形態と結んで研究

カミ違められた.現場で700人力主働いている.天然ガ

スはエフシエロン半島のカラダｰクに多く泥火山を伴う.

油井深度は第三紀で1,000m白亜紀で2,000～3,O00m

目下エフシエロ1■半島で7,000mの深堀をしている.

中新統と白亜系の油質に差は無く共に良質だが海上油

閏の油の方が陸上より少し軽い.全部背斜から出油し

水攻法を行鮎･新油閏はそれで初圧を保ち自噴採油を

する.初圧は一般に100気圧以上抗弁間隔は150m位

一メン法フミン酸の定量によ

る法が行なわれてをり油田賊

水についてはIBr有機成分

などを調べている.地表近く

で土壌ガスも調査しとくに重

炭化水素を検出する.試験孔

の深さは2～3m程度であり

ガス法で鉱床も発見した.ガ

孤立した櫓(バクｰ市東方§～王脈触)バクｰの隆土浦剛まそのま漢海

中へのぴるこのよう紀孤宜し淀櫓を便う開発法も行扱われている

少なくとも3～4の産油層カミある.年産油量は2,100

万ト1■.地化探地物地質のチｰムは普通8～10人

位で編成される.文献交換を希望する.

XXXVn.地化探分析室

2舶(月)14時10分から14時35分までバクｰ市郊

外にある分析室を見学した.平屋建の小じんまりした

建物で技術者はほとんど女性で人員は30名前後かと

思う.主力は分光分析であリ普通はMoNiAg

BeBa･…祖ど20元素を検討するのだが現在は12元

素で作業している｡石英分光分析器による半定量分析

が主でソ連製の器械3台を用いプレｰトほ10cm×

15cm位のやや小型である.10～50アンペアで1分位

露光する.ダブル･アｰク法も用いて10倍位感度をあ

げているが電極は筆者のスケッチでは第14図のようで

ある.サンプルはきまったフラックス(aCetiCammO-

nium)と混合されAgAuInTlZnAsなどの分

析に用いる.たとえばAgの感度はO.0001～0.00001

%でCdを内部標準に使う.

長さ2.5～3m位の格子分光器も一台使用していたが

燃焼が安定で石英型よりも感度がよい.10アンペア

で分析中でもちろん定量は可能であるが地化探の目

的であるから目下は半定量を行なっている.

普通の湿式分析室も併存している.日本における標

準的分析台(地質調査所化学課のテｰプノレ)位の台が

4つあり天秤はバランス式が2台自動式は見当らな

かった.ドラフトは木製ガラスがついているが気

密は不完全で鉄サビがついているので鉛板を用v'な

いものと思われる.大きなドラフトはタイル張りで

鉛板でない分析試料数などはききもらした.

夕方バクｰ対キエフのフットボｰルを見学ナイタｰ

になり22時すぎホテルヘ帰着.

XXXW旺海上油田(ネプチャζ里･坊ム畠

油田)

24日(火)9時30分3,000トン級客船ボルゴグラｰ

ド号でバクｰ織橘発船上でこれから見学する海上滴囲

1詞旋

一'灘一葺

ネプチャ楓嵐珪吻ム勾緩､ヒ漁濁バクｰ嚇康労蔓工倣棚勇渓ど海の蔦刺こ勅るパイ

プ｡を海中吾こ立て街道タンクなどを{乍リあげている､滴閏名はオイルストンの意

要奈といオっ斗↓る�
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開発の映画をみる.13時ネプチャニェ･カムニ

(HeΦ丁舳HeKaMHHOilstones)差この油田はバク

ｰの東110kmエフシェロン半島から60kmにある(第

13図参照)

もともと地層の小露出があったそうであるが1949年

にはじめて出油し開発法には①風浪を防ぐダム②

人工島③鉄パイプ脚柱とを研究し結局③にした.

たいへんに気象の悪い所といわれる.現在油の回収率

は40～80%ときわめてよい.採油に先立ち満水境界線

を決め採油井と水圧入井を作る.採油井は全部傾斜

掘で1力所に24坑作り圧入水にはバクテリア処理を

せず機械処理をしたカスピ海の水をあてる.地層水

と圧入水が接触する.水深は最大40～67m14年間に

700井を作井しその合計は140kmといわれる.産油

井は150産油は5～150kZ/目/井平均37k1/目/井圧

入水圧は100気圧圧入水量150～600kZ/目/井平均400

k4目/井池水境界は14年間に150m進んだ.坑井深度

は500～3,500m平均1,800m全部自噴採油による.

スタッフは4,500人で客船で運び肉とミルクはヘリコ

プタｰで水は船でともにバクｰから運ぶ.海上油田

の総産油量は約800万k4年.生産価格は山元で3P17

K/kZバクｰまで運んで3P30K(1P=400円1P=

100K)で陸上油田のおよそ1/2.5でありこの原油

は黒海スエズ運河を経て日本へも輸出している(石油

技誌31巻1号昭41年1月に紹介)

16時30分現地発20時30分バクｰ桟橋着.

XXX亙X.討論

25日(水)15時10分バクｰ発17時40分モスクワの

シュレメチェボ空港着工9時ウクライナホテルヘ帰着彗

26日(木)再ぴモスクワの㌘友好の刺で討論記入

る.

問)キンバライトに対する地化探は

答)物探特に磁力探査がよいヱとを強調する滅露…パイ機

一プ(ざくろ石)を使う方法も有効ソ連で挙贈概究した

問)地化探技術煮の養成は

答)大学で地質の外に100騎閲の特別レｰスををらせる

問)分析法について

答)数多く分析しているが談ず農腐については半憲鐙分析

定量もまず分沈でやり必襲匁跨化学法を用い義

問)標準あるい絃参考の勢ンプル

答)分析法と関連するがアルカラ分析には煩沈法放射鵜

で測ることもある鰯際的妙ンプルはアメ夢カに概山王

G-1があ1:)結果も幽版慈れているソ違では花鰯渚かξ)

石灰岩にわ杷島標準賛ソカ雌つくりアメけあの連絡

もある

問)交代性のBe鉱床発蒐紀ついて(繁篇ツ鷺で発蒐慈れ花)

答)特殊な鉱物に腕が禽畿れるこをはわかってい繍茎跳1政

経済限界はど八っていない則奮跳が鴛換レて入って

いるのであるシナカイトクリソベリルバｰドラン

タイトが重要モロッコにはこれらの鉱物があると思わ

れる

問)W-Cu-Mo鉱石の堆積岩中への入り方

答)鉱床深度にもよるが風化時の元素分配をよく考えること

が必要で一次haloも考慮すること

問)Sn鉱床探査に用いるソ連の方法と器械

答)成功裡にSnの大路の数値が求められる最近は核技術

も用いてSnの測走を行恋う

問)Hg分析について

答)度々Hgの話がでたがソ連では分光分析と原子吸光を主

とする

問)分析法全体をまとめた本は

答)周期的に出る全ソの研究所から出ている教科書や

ハンドブックは無いマニアルは水理地化探のサンプル

については出ている

問)地化探技術者の教育法

答)ソ連では一般地球化学→特殊地化探→実験

間)肩泊地化探は有効か答)有効

問)イスラエル南都に適した地化探方法は?そこには粘土岩

砂岩炭酸塩岩石からなる水成岩花筒岩塩基性岩石

結晶質岩石が発達しCu一鉱化作用がありコロンバイト

が発見されている

答)厚い砂があっても一次haloを用いて砂漠では地化探に

成功しているまた洪積～沖積層中の二次ha1oを用い

てもよいCu鉱化の場合は実施でき特にLiがよい指

示元素になる

問)ソ連ではproductionsca1eで何年地化探をしたか

答)約18年

間)ソ連では技術者科学者がどの位地化探に従事しているか

答)特殊技術者は約1,000人

問)工業的鉱床が地化探で見つかったか

答)発見はコンビネｰション法でゆき地化探は探査の精度上

昇と経済性で常に貫けんしている

問)地化探で発見した鉱床の埋蔵量とその価値は

答)むずかしい問だわが国では鉱床は発見中である東部

のバイコメｰベジャンなどではPbZn(クダラコスモ

獺一)鉱床や拙鉱床もみつけている

闘)経費は

饗)夏パｰ列一で脇韮000改!狐2に2餐､00⑪ルｰブル位

閥)地化探で特餓鉱床を発見し花か

欝)ももるん独や駄鉱廉がその例

閥)低開発騒で地化探を行う時の最小賢踊(投資)は

欝)王O万榊夏0⑪万隻醐望ぽ対〕/5C書000の地質図が無い場合に

もちるん実験室技術煮の閲顧はあるがソ遵琢)経験によ

るを

ル肺ダル

V20万地質園作成紀夏榊?脈測竈

蝸万地質麟作成紀?柵21P狐鰯義

ご扱と併行して地球化学園作成帯地化探カ燦施されると上

賛已地質図だ1打)場合の工.餐榊婁借の経費を製する濠井戸

は地域差はあるが艀他位であ篭分析経費は妙ンプル運

動^ツタ

搬銭を入れてけンプル削蔓0K位で細る

鰯)綴養について

欝)ソ連の地質学雑誌胴.王C!96脆参照

閥)晦1はる地化擦はついて

答)(イ中ホン芥調で鐘綿繋慈をれず)跳拙馳がある場

合に有効で飾馬�
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リベリア代表ジョｰン氏の現状説明

リベリアは厚いラテライトにおおわれ露出は少桂いカミ

図幅を作りつつある.物探と共に地化探も進めている.

空中写真を利用して地質調査を行匁っている.キニ■バ

レｰ岩にダイヤは無いが漂砂のダイヤ鉱床もあり

FeAuボｰキサイトルチノレコ回1■バイトも発見さ

れている.地化探は河川沈積物土壌を用いるが現

地分析能力カ茎小さく首都のモンロビアで分析している.

分光は来年設備する.金属異常分布地も発見されてい

る.

ルｰマニア代表の説明

ルｰマニア地質調査所地球化学課長ステファネスク女

史によると1952年にルｰマニアでは地化探を成功裡に

取りいれた.パチマ代表によると同国でも間もなく

地化探の仕事をはじめる計画である.フエデンスキｰ氏

は国際的情報交換の重要なことを述べた.最後にヤニ

セフスキｰ議長は次のあいさつをされた.

地化探は他の探査法と一体になっているのでこの方

法で探した鉱体数を聞かれると答えるのに困る､一つ

の方法だけで完全に見つけられない.指示物は化学元

素類の組み合わせでなければ妊ら扱いから分析法とし

て分光法を利用するのである.

地球化学者の訓練はソ連では地質と密接に関連して

行なってをり地質部門(geO10giCalinStitute)でやって

いて大学の3～4年目を重視して実施する.

今後もお互に友人的接触を続けよう.全ソ地質委員

会は申し入れがあった場合文献情報などについて返

事することをお約束する.

カクテルパｰティカミお別れのために開かれた.席上

ヤニセフスキｰ博士から日本の本島がちょうど誕生目

であるお祝晶を贈り度いと紹介され全員に祝福さ

れたのは予期しない喜びであった.

フコニデンスキｰ博士は特に私のところまで来て下さ

り何回目の誕生目ですか?おめでとうとウオッカ

で乾杯してくれた.同博士は日本の地質調査所へ来ら

れたこともあり本所が久本から東京へまだ移転してな

いこと兼子･斎藤両氏が所長をやめ佐藤所長にかわっ

たことなどをよく覚えていてくれた.私は3週間快

的にすごせたお礼を申したら満足されてよかった日本

は美しい園たかと言われたのでソ連も美しい国です

とお話してお別れした.

XXXX.感想

セミナｰの内容を技術的に詳細すぎるほどに紹介した

のは次の理由からである.

①地化探もようやく諸外国で相当広く用いられるようになのた

のでわが国でも再検討の時期に来ていると考えた

②およそ20年前わが国に地化探が導入されたがこの場合は主

として有機試薬による高感度の金属元素分析が注目されす

ぎ多元素を地質学的に扱おうとするこの度の地化探とやや

=異恋った点があると感じた

③現河川沈積物の地化探がわが国で検討されていない

④景観地球化学の紹介

⑤わが国の現状から海外の各種状況下にある各種鉱種別地化

探の紹介が必要であると判断した

⑥潜頭型の雑鉱床をどのように探査するかを考えるための資

料を紹介したかった

⑦水銀その他の蒸発性元素による地化探の紹介を試みる

⑧地質ニュｰスの地化探の紹介は断片的であったので一応一

通り紹介すべき時期と判断した

地化探セナｰ関係者

(モスクワ友好の我)�
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⑨地球化学的研究と地化探がいかに密着しているかを知るため

⑩地化探は箪独で掃いては放ら加/｡したがってこの方法1

技術の発醐ζは冒本の現状では地質調査所の果花ず役割

りが大きいことを改めて知らされた

ソ連滞在中気のついた点はその都度メそをとりておい

たがその若干をここに紹介して終りとしたい｡

①低開発国の方判湘木簡榊)激派非常に敏感に便熔し愁

②各国の人命はソ違紀対する自分夢鳩解をずい分五謡っ仙吹

が私には税制する紀に皇いぶん敏一般鋤織が欠けた点があ

ったようで勅義

③ソ連の消費物欝は晶質がおちる秘逮がふだん使踊してい

る三色恭一ルペン(100円前後の)は三亀れ･う点で紬{

んに喜ばれた

④ソ連の人違は純朴でよく親しみを派してくれ彪

⑤どの国から来られ花入も自團を大変終よく肴ってい花

外へ出でみて食分笥)顕をいかに知らないかを妻とら慈れた

他愛国心い･うものを1拷吏させ夢葦れ液

⑥フランス講グルｰプスペイン講グルｰプは書わめて明るい

バスの申でもすぐ歌をう花う典籍グルｰプ絃櫨雑であ

る

⑦低開発国と光進禺〃蝉閥1技術苗経済を溺じての酋くから

の結びつ巷は伸禽に様が深い

⑧経済だけでなく立派な文他的交椛を低闘鶏園&の鰍ζ心が

けることがわが願の現時､歳では特に璽襲であるう

⑧ソ連は独ソ織で2盲⑪c0万人か彩の犠篠秘勅っ淀を闘くが竃

点的によくここ塞で復興し恕ものであ慈平和時におけ慈

ソ連の発展はすさまじいものがあろう

⑩目本人の物の考え方とソ連人のそれとの間にずい分遠う

ものがありそうで自分の尺度を少しく歩みよらせるとよく

理解できる

⑳セッカチでないので能率の悪い点がソ連にはある

⑫洗面器に栓が無いのはどうしても理解できない

⑬紙類が不足しているのだろうかレストランホテルの紙

液どはおそまつである

⑭サｰビスは1ヨ本ρ考えからするとよくない

⑯我々デレグｰトにぽ本当によくやってくれて感謝の外ない

⑮目本のザ･ピｰナッツのレコｰドを2回きいた同本のレ

コｰドも輸入されているのだろうか

⑰中国人と恩われる人に会わなかった一方日本人は多い

⑬写真撮影については全く白由であったNHK報道班員が

全くとらせてもらえなかったと書いてあるバクｰ市におい

ても然りであった

⑮チップ不要の国であるわれわれは助かるしかしあげれ

ばこぱまない

⑳ホテルで種々の切手がさかのぼって買えるのは有難い

⑳会議に関遵する伝達はすべて口頭でやるききおとすとた

いへんでずい分神経を使った

⑳エクスカｰションの説明も全く口頭で狭い部屋で凹シア語

→英･仏･西と4ヵ国語がナマで交錯するきき間違いも

若干あるかとおそれる

⑳街はどこでもきれいになっている

⑳右側通行車道横断はウクライナ･ホテル付近では少々こわ

かった

⑳乗用率も多いしホテル付近にはタクシｰもいる衝では

タクシｰがすぐにはつかまらたい

凄ぶう匁引ダ系ぺ餅嵐却1(繁試タワシ皿いメ繁幻擦総)

パ努スタン航窒伊)嫌㍗イング織で揮ンドンヘ胸う

⑳外貨獲得にカをいれている

⑳霧月の蜜内は鮒c位綴気は少ない

⑱簿シア料理は榔ζはよく禽っ液

⑳泥棒滅いないし施いへん安心してをら加花

⑳繁スクワの水滋水はナ蝉でグ)める大助か1〕

⑳空港付滋の自棒林はすて慈想っ花

⑱繁スタワは自動寧泳列w)窓談で冬肉巷紀つくξ｡れている

受スタワっ子は繁外寒がりで塁凋下旬1蝸本で糞冬紀積る

よう匁外讃を女性通訳慈ノ)が溝て来花州ζはどツ多リした

⑱安心し蜜って自信をもって生清している繁ぷ多ワ市氏と感

じ恕

8月28日(土)10時通訳のエリｰナガリｰナ両嬢と

一緒にウクライナホテルを出発する.私と同じく館林

市在の村の出身である読売新聞モスクワ特派員大月人一

氏夫妻もホテルまで見送りに来て下さった.

ガリｰナ嬢は'私の乗るパキスタン航空の飛行機へ乗

客を運ぶ空港バスの中まで案内し運転手に確認した後

バスが走り去るまで見送ってくれた.最後の最後まで

大切に扱っていただいて有難う!

パキスタン航空のボｰイング72(泌は12時45分緑

色の機体牟シェレメチェボ空港から離陸した･

さようなら!ダスベダｰニャ!

機はフランクフルト経由ロンドンヘと酉へ飛びつづ

ける.

(箪者は技術部地球化学融長)

訂正:

①No.142(工966-6)P.54第1図

α11→α1ω21一→α2

ω31→α3

②No,142,P.56第1表

次のように動かす

P,S,Cl→上欄の10と1の間へ

Ca,K;Mg→〃1と0.1の間へ

A1……→〃O,01の下へ

③No.142,No.143;文中の異状→異常�




